
事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（１）

令和 年度

１　事業所の概要

（１）事業所種別

（２）事業所及び事業内容

２　事業所の温室効果ガス排出量の削減目標

(１)第３計画期間の削減目標

日本産業規格Ａ列４番

4 事業者番号 2074 事業所番号 207400

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告

代 表 事 業 所 所 在 地
市 区 町 村 朝霞市

字 ・ 地 番 本町１丁目１番１号

当該事業所を含む事業所の名称
（※Bテナント等の場合のみ記入）

事業所種別

A … 原油換算エネルギー使用量が年間1,500kL未満の事業所（合算）
A

代 表 事 業 所 名 朝霞市教育委員会（朝霞市役所内）
前年度にお

ける事業所数 38

計 画 期 間 2 年 度 ～ 6 年 度

産 業 分 類 名 （ 中 分 類 ） 98 地方公務

分 類 番 号 （ 中 分 類 ） 98

事 業 活 動 の 概 要

事業内容：朝霞市における地方公務
職員数：１１３人（令和４年４月１日現在）

計 画 期 間 年 度 ～ 年 度

t-CO2/㎡

平成25年度の総排出量（4,427ｔ－CO2）を基準として、平成27年
度から令和3年度までの7年間で、計7％（年平均1％）削減する。
平成25年度の総排出量（4,427ｔ－CO2）を基準として、令和4年度
から令和12年度までの9年間で、計51％以上削減する。

その他ガス

（２）第４計画期間の削減目標

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

基準となる
排 出 量 4,427 t-CO2

基準となる
原 単 位

その他ガス

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

基準となる
排 出 量

t-CO2
基準となる
原 単 位



※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

日本産業規格Ａ列４番

事業所リスト

2 別紙参照

3

番号 事業所名 所 在 地

1 朝霞市教育委員会（朝霞市役所内） 朝霞市本町１丁目１番１号
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事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 Ａ事業所（２）

３　事業所の温室効果ガス排出量

（１）原油換算エネルギー使用量の推移

（２）計画期間の温室効果ガス排出量の推移

CO2換算（ｔ-CO2）

（３）計画期間の温室効果ガス排出量原単位の状況（エネルギー起源CO2）

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 207400

原油換算エネルギー
使用量(kL)

計 画 期 間

令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

計 画 期 間

基準
令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

2,215 2,272

前 年 度 比 （ ％ ） － 1.5

エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2 4,427 4,448 4,513

そ
の
他
ガ
ス

非 エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2

メ タ ン

基準となる排出量に対する
削 減 率 （ ％ ） -0.5 -1.9

ハイドロフルオロカーボン

一 酸 化 二 窒 素

六 ふ っ 化 い お う

パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

温 室 効 果 ガ ス の 合 計 4,448 4,513

三 ふ っ 化 窒 素

CO2換算（ｔ-CO2/指標）

計 画 期 間

基準
令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

エネルギー起源CO2排出量原単位 0.0199 0.0202

基準となる原単位に対する削減率
（ ％ ）

前 年 度 比 （ ％ ） － 1.5

床面積 ㎡
活 動 規 模 の 指 標 単 位

223,150.00 223,150.00



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 Ａ事業所（３）

（４）エネルギー起源ＣＯ２排出量の増減に影響を及ぼす要因の分析

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 207400

令 和 ５ 年 度
（ 2023 年 度 ）

令 和 ６ 年 度
（ 2024 年 度 ）

令 和 ２ 年 度
（ 2020 年 度 ）

令和２年度において、３つの小学校の体育館に空気調和設備（エアコン）を導入したこ
と、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、換気を行いながら空気調和設備
（エアコン）を使用したこと等により増加した。

令 和 ３ 年 度
（ 2021 年 度 ）

令和３年度において、新たに３つの小・中学校の体育館に空気調和設備（エアコン）を
導入したこと、市内全小中学校においてＩＣＴ教育が本格稼働したこと、新型コロナウ
イルス感染症の感染防止対策として、換気を行いながら空気調和設備（エアコン）を使
用したこと等により増加した。

令 和 ４ 年 度
（ 2022 年 度 ）



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 A事業所（４）

４　温室効果ガスの排出の抑制等に関する措置の計画及び実施状況

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 207400

実施
した
年度

推計
削減量(t)

 (１年度
  当たり）

区分
番号

区 分 名 称

大 区 分 中 区 分

Ｎｏ

対 策 の 区 分

対 策 概 要
実施
予定
年度

R1以前

2 130100
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和の運転
管理

夏季における２８度設定、冬季における２０
度設定＜第３計画期間も継続＞

R1以前 R1以前

1 110400
一般管理事
項

11_エネルギー使用
量の管理

エネルギー使用量の把握・公表
＜第３計画期間も継続＞

R1以前

R1以前

4 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

職員の３フロア以内の昇降におけるエレ
ベーターの不使用、市役所庁舎内の夏季
におけるエレベーター３基中１基の使用停
止

R1以前 R1以前

3 150200
受変電設備、
照明設備、
電気設備

15_照明設備の運用
管理

昼休憩時における事務スペースの消灯
＜第３計画期間も継続＞

R1以前

R1以前

6 170300 負荷平準化 17_新エネルギー

新規施設設置における新エネルギーシステ
ムの積極的な導入（平成２４年度までに給
食センター1箇所、野球場1箇所、小学校2
校、中学校1校に太陽光発電システムを設

R1以前 R1以前

5 160100 昇降機、建物
16_昇降機の運転管
理

各施設で蛍光灯等の交換のタイミングでＬ
ＥＤへ転換

R1以前
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7
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9
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事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（５）

５　事業者として実施した対策の内容及び対策実施状況に関する自己評価
Ａ事業所

自由記述欄

日本産業規格Ａ列４番

（※希望者のみ記載）

事業所番号 207400


